














先コロンブス期の建築（形態と機能）（arquitectura precolombina- formas y funciones）、
アンデス文明（起原と展開）（civilización andina - orígenes y desarrollo）、祭祀センタ
ー（centro ceremonial）、アンデスの都市（ciudad andina）、アンデスのセトルメント・



















                                                   




に関する論文としては、すでに 2 本（Makowski 2008a, 2008b）がある。 




































ル遺跡は（Burger 1992: 76; Engel 1957, 1987）、彼女の仮説に従えば、都市であり領域国
家の首都であったという。そしてその組織は、フヌ（万世帯の行政単位）、サヤ（千世帯の
行政単位ワランカに対応する）、パチャカ（百世帯の行政単位）に基づいており、タワンテ














文脈をよりよく記述する他の名称、すなわち「先土器形成期」（Lumbreras 2006; Makowski 
1999）に置き換えなければならないだろう。先土器時代の記念碑的建築複合と、その後の
祭祀センター――例えばナスカ川流域のカワチ（図 1）などに都市の性格を付与している研





















・初期レベルの農業は始まっていたが（Dillehay et al. 2004）、ラクダ科動物の家畜化はま
だなされておらず、輸送手段のなかった、先土器形成期（新石器時代）の技術で発展で
きたのは、どのようなタイプの都市化であったのか？ 





















































際の規模はさらに大きくなっているということである」（Vega-Centeno 2008b: 39）。 
 ベガ＝センテノの結論は、シャディーの議論（Shady 2003a, 2003b, 2006）に対する筆

























                                                   





＝282.57 ㎡）。合計 52663.39 ㎡。 
3 シャディーが言及している範囲を合計した（Shady 2006: 34-48）。I-2 区のワンカのピラ
ミッド付近の構造物（268 ㎡と 158 ㎡）、L13 区の円形劇場の神殿に関連する 3 つの建物：
構造物 B1（16×12.5m＝200 ㎡）、構造物 B2（10.6×7.5m＝83.74 ㎡）、構造物 B5（12.6
×11m＝138.6 ㎡）。合計 848.34 ㎡。 
4 シャディーの計算では、A 区の最大の居住単位は 20235.8 ㎡で、それに NN2 区の 4987
㎡が加わる（Shady 2006: 42, 46-47）。離れたところにある X 区では、少なくとも 300 ㎡
の構造物が 1つある。いずれにせよ、X区に建設された範囲は 3000㎡を越えない。加えて、
残りにくい物質でできた建築物に短期間生活した場所がある。 




ドと方形ピラミッドの建設の開始時期と、A 区と I 区の居住域（使用された床と廃棄場）の
利用時期の関係である（Shady 2006: 60, table 2.7）。これらの時期の年代は、較正年代で


































                                                   
5 シャディーは、12C/13C 比を用いて較正した様々な年代を出している（Shady 2006: 
60-61, table 2.7）。円形劇場型ピラミッドの年代（Beta-184979）の平均値は 3690±110 B.P.















































































 アンデスの都市化に関する論争は、コリアー（Collier 1955）、ロウ（Rowe 1963）、ルン
ブレラス（Lumbreras 1974, 1987）によって示された、3 つの理論的な提起に端を発している。
それぞれの説は、都市化という現象についての、比較に基づく定義、実用的定義、公理的
定義から導かれている。このような分析の焦点の多様性は、世界の他地域の都市化現象の














（Schaedel 1966, 1978, 1980a, 1980b）、各期の建築を体系的に比較対照する試みを初めて
行い、アダムス（Adams 1966）がウルク（メソポタミア）とテオティワカン（メキシコ）
の遺跡分布データを比較するのに用いた基準を援用した。アダムス（Adams 1966, 1981; 





の研究（Isbell 1988; Isbell and McEwan (ed.) 1991）などがある。イズベルらは、アダム























などである。ロウによる都市化の定義と編年案を踏襲し、バーガーは前 4 世紀から 3 世紀




した（Burger 1992）。さらに、アンデスにおける都市化の始まりをずっと古く、前 2 千年
紀、さらには 3 千年紀まで遡らせようとした研究者もいる（Haas and Creamer 2004; Haas 
































（Canziani 2009）。都市化のプロセスは前 4千年紀末に始まり、確固たる形になるのに 3000
年以上もかかったことになる。その中で祭司エリート、それに続き戦士エリートが出現し、
エリートと農民の関係は、時間が経つにつれ敵対的になっていった。 






























に、ロウと同じ困難にぶち当たったのである（Morris and Thompson 1985）。 
 

















1000 年古く起こった。そのためチャイルドの都市革命には「第 2 次都市革命」という名
称が現在用いられている（Akkermans and Schwartz 2003; Butterlin 2003; Frangipane 
2001; Yoffee 2005）。 
②都市形成のプロセスは下流域に限定されるわけではなく、上流域や近隣の河川流域も含
む地域で進んだ。そして、それらの地域は、人類史上初の「世界システム」という名に
値する広大な相互交流域内の中心部をなしていると考えられている（Algaze 1993, 2001; 
Rothman (ed.) 2001）。 




都市革命」に続き、さらに 2 つの「都市革命」が起こり、ペルシャによる征服前の前 2
千年紀から 1 千年紀の間に、経済・社会・政治の組織が変化した（Ramazzotti 2002; Ur 
2010）。 
 
 現在では殆ど疑いないことだが、金石併用時代後期・青銅器時代前期（前 4 千年紀から 3
千年紀）には、遺跡の平均規模と空間組織は、土壌の性質、水資源のバランスと特徴に直
接関係していた（Cordova 2005）。ラマゾッティ（Ramazzotti 2003）は、2 つの河川の中
流下流を 5 つの地域に区分している（Wilkinson 2000, 2003 も参照）。各地域には、遺跡の
空間組織にそれぞれ異なる特徴がある。典型的な階層組織は、核形成のプロセスの結果で
あり（Adams 1966, 1981）、いくつかの巨大遺跡（200 ヘクタール以上）、大遺跡（40 ヘク
タール以上）に人口が集中し、それらの周辺には中遺跡（5 ヘクタール以上）があり、水の
流れのそばに小遺跡が分布し、水路網を伴う。しかし、こうしたパターンはウルク＝ワル
カ間地域とニップール地域の 2 つにしか当てはまらない。しかも、ニップール地域では 1
ヘクタール以下の小遺跡が大多数である。5 つの地域の中には、周期的に干ばつで地形が改
変された地域もあるし、下流域では灌漑のしすぎで塩分が増加した地域もある。その結果、









のように、在地の物質文化もウルク文化の強い影響を受けた（Akkermans and Schwartz 
2003; Rothman 2004）。 































1 次都市革命」も「第 2 次都市革命」も、前 3 千年紀終わりに起こった社会階層の増加と私









れた（Butterlin 2003; Ur 2010）。他方、「首長制社会」や「複雑な首長制社会」という概
念でも、前 4 千年紀のメソポタミアで生じた複雑な政治システムの多様性を正確に定義す
ることはできない（Frangipane 2001; Stein 2001）。調査者はまた、メソポタミア上流域と
それに隣接するアナトリアに生じた土着の都市化の特殊な特徴を強調している（Stein 
















なければならない。その 1 つがチアパスにあるパソ・デ・ラ・アマダ遺跡であり、面積 140
ヘクタールに達し、その中心に記念碑的性格の祭祀建造物がある（Clark 2009）。 










が全くないということに同意している（例えば Frangipane 2001; Stein 2001; Yoffee 2005）。 
 上で見たように、メソポタミアとエジプトを比較した場合も大きな違いが認められる
（Cowgill 2004）。こうした証拠をはじめて提示したのはトリッガーであり、別の解釈モデ
ルを提示している（Trigger 1985, 1995, 2003）。トリッガーによれば、エジプトでは、地域
国家が比較的突然現れ、それに刺激され都市センターが設置された（Kemp 1989; 













































アジア式生産様式      都市と農村は不可分 
古代生産様式          都市の農村化  
封建制生産様式       都市と農村の敵対的関係 

















えば Vermeulen and de Dapper 2000）。他方で、マルクスと彼を追随するポストモダンの









 近年、筆者は、他の研究者の意見や批判を集め（Anders 1986; Morris 1972; Morris and 
Thompson 1985; Rowe 1967; Silverman 1993 など）、西洋の都市化の本質的特徴を基準と
するならば、アンデスのシステムは本質的に「反都市的」であったのではないかと述べた
















































が断片的に確認されており（Dillehay et al. 1997）、多くの植物の栽培化プロセスの完了と
このタイプの遺跡の登場が編年的に直接関係する。そのため、中央アンデスで早い時期に
現れる公共建造物は、農業（Burger 1992, 2007; Dillehay et al. 2004, 2005）、牧畜（Bonnier 
and Rosenberg 1988）を営む定住社会の成立プロセス自体の一部となっている。海産資源
の利用の役割は重要なのであるが（Chu 2008）、モーズリーが考えたほどではなかったよう
だ（Moseley 1975, 1985）。最近の食性分析の結果や（Dillehay et al. 2004）、海岸から離
れた山地で記念碑的建造物が早くから発展したこと（Bonnier 1997; Bonnier and 
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的建造物の数は、およそ 12 から 24 の間である。最もよくあるのは約 12 という数であるが
（例えばセロ・ランパイ；Vega-Centeno 2004, 2008b）、特に頻繁に現れる数のパターンは
ない（Shady 2003a, 2003b; 2006）。ベガ＝センテノが見事に観察したように、遺跡の広が
り、記念碑的構造物の数、建設の際に動かされた土砂と壁の体積は様々であり、ヘテラル







































れる（Burger 2008; Chapdelaine and Pimentel 2008）。外来の原料や品物（スポンディル
ス貝、セルバ地帯のトリの羽や植物の種）がある場合もあるが、首長の副葬品は、後の時
代のエリートのものと比較して非常に質素である。 
 先土器時代に始まった巨大な祭祀センターの建設の時代は、地域によっては 3000 年続い
たが、突然終わってしまう。重要な技術が進歩したにもかかわらず、この伝統が衰退した
ことは、逆説的である。なぜなら、スチュワード（Steward et al. 1955）、チャイルド（Childe 










800〜200 年）の間に明確になる（Chamussy 2009; Ghezzi 2006, 2008a; Topic and Topic 
1997）。図像と墓の副葬品を見れば、戦争の準備が、社会階梯を上りエリート階層に入るた
めの主要な条件の 1 つであったことは疑いない（Makowski 2010）。さらにエリートは戦士
としての衣装と持ち物を身につけている。 
 社会経済発展のこうした傾向を、チャビン・デ・ワンタル神殿周辺域の漸次的な拡張や



























神殿は放棄された（Ghezzi 2006, 2008a, 2008b; Ghezzi and Ruggles 2011）。 
 上で見たように、ペルー北部の先土器時代・形成期の祭祀建造物の大伝統は、前期中間
期・中期ホライズン（前 200 年〜後 900 年）の祭祀センターと「都市」センターの直接の
祖型とはならなかった。北部におけるチャビン文化・クピスニケ文化の衰退は、建築の設










































ンティリャ（200 ヘクタール）、ドス・パルマス、コルデロ・バホである（Massey 1986; Peters 
1987-88; Rowe 1963: pl. I; Tello and Mejía Xessepe 1959: 251-261, Figs. 76, 78, 81）。そ
れらのいくつかはコルデロ・バホのように明らかに居住用であるが（Massey 1986）、チョ
ンゴスのように、部屋状構造の大きさや共伴遺物の特徴からして公共的・祭祀的機能を果







の例はビルー川とサンタ川流域に認められる（Willey 1953; Wilson 1988）。 
 多くの研究者の一致した意見によれば、中央アンデスに「狭義の都市」がはじめて現れ
るのは前期中間期の終わりと中期ホライズンの間の後 400〜1000 年の時代である
（Canziani 1992, 2009; Collier 1955; Lumbreras 1974, 1975, 1987; Schaedel 1966, 1978, 






それらは後 6 世紀以降にかなりのスピードで建設された（Canziani 2009; Isbell 2001; 















（Collier 1955; Hardoy 1999; Schaedel 1966, 1978, 1980a, 1980b）。しかしながら、ウル
ク、ローマ、アテネ、セビーリャや中世の都市など、長い期間にわたって発展した都市に











っていた（Hyslop 1990; Isbell 1988; Schaedel 1978, 1980a, 1980b）。 
 その後、センター自体で面的発掘が始まったが、この仮説は証明されていない。ガリン
ド、パンパ・グランデ、パカトナムー、チャンチャンなど、ペルー北海岸の遺跡（Bawden 
1982; Campana 2006; Donnan and Cock (ed.) 1986; Moseley and Cordy-Collins (ed.) 
1990; Shimada 1994）、またカハマルキリャ、パチャカマク（図 6）など中央海岸の遺跡は
外見が計画的であるが、それがおそらくワリの建設者によって設置されたことに起因する
という可能性は排除された。パチャカマクなどの場合、都市的な外観はインカの介入によ
る結果である（Makowski (ed.) 2006, 2008, 2010, 2011）。カハマルキリャなどの場合、中
期ホライズン 2 期前後の遺跡の空間組織は、明らかに在地の規範に従っている（Mogrovejo 
and Makowski 1999; Mogrovejo and Segura 2001; Narváez Luna 2006）。さらにマルカワ



















しかし、チャンチャン（Campana 2006; Kolata 1982, 1990）、ティワナク（Vranich 2006, 
2009）、ワリ（図 3；Isbell 2001, 2004, 2009; Ochatoma and Cabrera 2010）、パチャカマ




一方で、ピキリャクタ（McEwan (ed.) 2005）、ビラコチャパンパ（Topic 1991）、アサンガ













が、それぞれ異なるという事実である（Schreiber 1992; Schreiber and Edwards 2010）。









れている（Makowski 2006a, 2006b, 2008b）。近年カンパーナは、チャンチャンでは東と北
から記念碑的な中核部に向かって、複数の通りが平行して走っていることに注意を促した
（Campana 2006: 156, Fig.124)。しかし、地中海の都市やテオティワカンとは異なり、こ
れらの通りがシウダデーラの部屋状構造を組織しているわけではないことは明らかであり、
ましてや不規則に並んだ中規模の居住建築の場合はなおさらである。 








Chapdelaine 2002, 2003）、ガリンド（Bawden 1990）、パンパ・グランデ（Shimada 1994）、
ティワナク（Aldenderfer (ed.) 1993; Aldenderfer and Stanish 1993; Bermann 1994; 
Couture 2003; Escalante 2003）、チャンチャン（Topic 1990）、プエブロ・ビエホ＝プカラ




































の岩などの方向を向いている（Bauer and Dearborn 1995; Benitez 2009; Ghezzi and 



































                                                   
6 例えばカラルの研究ではピラミッドは神殿で、直交構造はエリートの住居とされ（Shady 
2003a, 2006）、チャンチャンの研究では「シウダデーラ」は宮殿＝行政センターであり、







集まり（Heyerdahl et al. 1995）、チャンチャンにおいてのみ直交する計画的設計図が存在
する。モーズリー（Moseley and Cordy-Collins (ed.) 1990; Moseley and Day (ed.) 1982）、














い（Bauer 1998; Zuidema 2010）。「カパック・ニャン」という立派な道で連結された、ワ
ヌコ・パンパ（Morris and Thompson 1985）、プンプ（Matos 1994）などの地方行政セン
ター、2 次行政センター、インカの居住地（例えばビルカスワマン、マチュ・ピチュ；Burger 





Margolis 1980; Hyslop 1990; Kendall 1985）。記念碑的建造物によって定められた主要な
視覚軸は、岩、アパチェタ（積まれた石群）、スカンカ（標柱）、山の頂、湖や、天頂・天
底・至点・分点の時に太陽の昇り沈む方向に合わせられていた（Bauer and Dearborn 1995; 




とは難しい（Makowski and Hernández 2010）。このことは、後の時代の記念碑的建造物
において実施された体系的な発掘から明らかである。まず、建造物の形態によって、ある
遺跡の建造物が、宮殿、あるいは逆に神殿の機能を果たしていたと判断することが可能で
                                                                                                                                                     











グランデ（Shimada 1995）やチャンチャン（Pillsbury and Leonard 2004）など多くの場
合には、このような建造物に統治者が埋められ、死後その親族集団の成員によって崇拝さ
れた。多くの調査者が、こうした建造物を「宮殿」という、アンデス考古学では新しい用
語で呼ぶことを適切だと考えている（Christie and Sarro (ed.) 2006; Evans and Pillsbury 
(ed.) 2004; Pillsbury 2004）。しかし、特異な特徴を有するアンデスでは、活動的な景観が
儀礼の舞台であったことを見失ってはならない。スペイン人による征服後に見られたよう
に、儀礼の舞台は大都市の内部の神殿や広場に限定されるわけでは決してない。このこと
はモチェ（Swenson 2003）やクスコ（Bauer 1998; Zuidema 2010）の事例が示している。
景観の中にも同じように、生きている王や王のミイラ、ワカ、神々、様々な階級・起原の
祖先を崇拝するために祭祀を執り行う空間があったのである（Dillehay 2004, 2007; 




 ここ 20 年の間にルリン谷のインカ期の遺跡について調査が進んだが、パチャカマク（図
6）の建築の特徴に関する最近の論争は、この論文で提示した視点をよく映し出している。
パチャカマクについてはスペイン人が書き残した 16 世紀の多くの史料（Ravines n.d.; 
Rostworowski 1992）があり、比較的保存状態の良い記念碑的建造物のある地区内部で考古
学調査が行われた。そのおかげでパチャカマクは、神殿とエリートの宮殿を伴うアンデス
の首長制社会の中心（Eeckhout 1999, 2008; Tello 1960; Uhle 2003）、ワリとインカの建設
者が設計した都市的密集地（Patterson 1966: 16; Shimada 1991）、人々の住む祭祀センタ
ー（Makowski (ed.) 2006, 2008; Ravines n.d.; Rostworowski 1992:78-87）を定義する際に
必ず参照されなければならない遺跡であるとつねに考えられてきた。パチャカマクが記念
碑的特徴を有するようになったのは後 5〜6 世紀のリマ中期であるため（Patterson 1966; 
Shimada 1991, 2007）、同遺跡が連続的、あるいは断続的に利用された期間は、チュパシガ
ロ＝カラルと同様に、約 1000 年間である。 
 最近の発掘によって明らかになったことだが（Eeckhout 1999, 2008; Makowski (ed.) 




ュンビの宮殿（Eeckhout 1999; Ravines n.d.）に限定されるわけではなく、通路、周壁、「傾
斜路付ピラミット」を伴う様々な方形部屋状構造物、などもある。計画的外観であるのは、








補強されてある（Guerrero in press.）。この 2 つの周壁の間は、ウーレの先駆的研究以来、
都市空間と考えられていた（Shimada 1991）。しかし、ゲレロ（Guerrero in press）と筆









性は完全に排除された（Makowski (ed.) 2010, 2011）。このことは、聖なる部屋、つまり建
築の特徴によって囲われた特別な空間が存在したわけではないということを示している。 





期ホライズンに対応する（Eeckhout 1995, 1999-2000; Feltham and Eeckhout 2004; 












りが主要な通りとなり、第 2 周壁と第 3 周壁にある出入口から、神殿の聖なる部屋と巡礼





















りで直角に曲がり、傾斜路付ピラミッド 2 番に通じている（Franco 1998; Paredes 1988; 
Ramos and Paredes 2010）。また、この通りから、傾斜路付ピラミッド 12 番や 1 番など他
の建造物に横から行くこともできる。 





片側に第 3 周壁に通じる入口、もう片側には傾斜路付ピラミッド 1 番に通じる入口があっ








いる（Franco and Paredes 2001; Paredes 1985）。後期中間期には彩色神殿は比較的簡素な
基壇であった。傾斜路付ピラミッド 3 番と彩色神殿の間の空間にはより小規模な他の建造





















Feltham 1983）、ここ 20 年の間に、実際にはインカ行政の主導によって建設されたことが
明らかになった（Álvarez-Calderón 2009; Feltham and Eeckhout 2004; Makowski et al. 





















ラミッド 3 番に隣接している。傾斜路付ピラミッド 1 番、2 番、4 番、12 番は特権的な位
置を占め、それぞれ広い中庭の中にあり、そこに行くにはパチャカマクの周壁の入口から




























































（Álvarez-Calderón 2009）、プエブロ・ビエホ＝プカラ（図 7；Makowski 2004; Makowski 
et al. 2008a, 2008b）の 3 つの遺跡は、記念碑的建造物が比較的大きく、公共建築が存在す
るため、それらの建築複合は文献でしばしば都市的とされてきたが、最近の発掘調査によ
ってそれらの様々な特徴が疑いなく居住的性格を示すことが明らかになった。 
 ロペス＝ウルタドは、パンキルマの広まりを 30 ヘクタールと見積もっている
（López-Hurtado 2010, 2011）。建築の特徴から判断すると、この遺跡は 3 つの区域から構
成されている。第 1 区は、遺跡の中央に位置し、他の 2 つの間にある。小規模な傾斜路付
ピラミッドが 3 つあり、それに関連して迷路のように密集した部屋状構造があり、エリー









に 2 時期に分かれ、イチマ後期の土器が共伴する。地方インカ様式土器の割合は、2 時期目
に増加する。 



















 プエブロ・ビエホ＝プカラ（図 7）は、12 ヘクタールに建造物が分散し、段々畑や周辺













称変更した）。これまで遺跡の 5 つの発掘区で 12000 ㎡以上の面積が調査された。記念碑的
























ある 2 本の支流沿いの低い部分にあり、2 本の支流は合流してケブラダ・デ・リオ・セコ（別
名ケブラダ・プエブロ・ビエホ）となる。半分が丘の上にあるため難攻不落の要塞という
外観を示し、そのためケチュア語で砦を意味する「プカラ」という名にふさわしい。 
 遺跡には居住建築のまとまりが 4 つあり、それぞれが平均 200〜300m 離れている。その
ほかに直交設計の複合構造が 2 つあり、中庭と貯蔵用の広い空間を伴い、エリートの住居
という特徴を有している（Makowski et al. 2008a）。さらに山地から来る道沿いに、小さな
衛星遺跡が 2 つある。4 つの居住建築群の 2 つとエリートの住居の 1 つは遺跡の高い丘の上
に位置し、そこから海岸方面に目を向けると、ルリン谷の入口と、パチャカマク聖所に南





各単位には 3 つから 5 つの家屋群があり、家屋の入口は、部分的に壁で囲われた不規則な
形の広い共有空間に面している。 
 一般的な家屋建築とエリートの住居は、同じ基本設計に沿って配置されている。1 つの基
本単位は 1 本の通路両側に配置された 2 つの方形の部屋であり、各部屋は 2 層構造の倉庫






と、2 つの方形部屋のうちの 1 つに出る。遺跡で最も多く見られる形態は、建築の基本単位
が全て揃った形である。特権的な位置を占める家屋のいくつかには、正面にベンチを伴う
柱付テラスがある。 
 我々が発掘した 3 つの構造物（うち 2 つは直交構造）は、疑いなくエリートの住居であ




















③上の 2 つの仮説から第 3 の仮説が導かれる。遺跡の空間組織は、山地によく見られる社

























れ、互いに連結された大きな広場が 2 つある。この 2 つの広場にはウシュヌという基壇が
構えている。この基壇からは、尾根上の神殿の方向を向くと、2 つの塔の間からリャマの星
座が現れるのが見える（Makowski and Ruggles 2011）。これらの広場は宮殿の中心の中庭


































これが第 3 番目の公共生活の核である。第 II 区の主宮殿と同様に、広い調理場、多くの倉
庫、および多くの人々をもてなした証拠が見つかっている。 
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代の記録文書や裁判記録を読むだけで十分である（Makowski and Hernández 2010; 
Sherbondy 1986）。グァマン・ポマ・デ・アヤラや他の記録者の著作において、国家の祭祀






























































アンデス考古学では 2 種類の時期区分が用いられており、本論文ではその 2 つが両方用
いられている。 
 1 つはアメリカ人が一般的に用いる編年である。先土器時代前期・中期（前 2700年以前）、
先土器時代後期（前 2700〜1800/1500 年）、草創期（前 18001500〜800 年）、前期ホライ
ズン（前 800〜200 年）、前期中間期（前 200 年〜後 600 年）、中期ホライズン（後 600〜
900 年）、後期中間期（後 900〜1450 年）、後期ホライズン（後 1450〜1532 年）という名
称が用いられる。 
 もう 1 つは、古期（前 1800/1500 年以前）、形成期（前 1800/1500〜50 年）、地方発展期
（前 50〜後 600 年）、ワリ期（後 600〜1000 年）、地方王国期（後 1000〜1450 年）、イン
カ期（後 1450〜1532 年）という編年である。 
 従来、古期と形成期の区分は土器の有無により、前 1800/1500 年頃とされていたが、祭
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図 2：モヘケ遺跡（Canziani 2009; Pozorski and Pozorski 1994: Fig. 2を改変）。ペルー北
海岸南部、形成期。 




図 3：ワリ遺跡（Canziani 2009; Williams 2001: Fig. 3を改変）。ペルー中央高地南部、中
期ホライズン（ワリ期）。 
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図 7：プエブロ・ビエホ＝プカラ遺跡。ペルー中央海岸。後期ホライズン（インカ期）。 
 
